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〈
五
四
運
動
V
研
究
華
甲
探

大

塚

博

久

・
は
じ
め
に

　
昨
七
九
年
は
、
〈
五
四
運
動
〉
六
十
周
年
の
歳
に
当
っ
た
。
中
国
で
は
五
月
三
日
北
京
の
人
民
大
会
堂
に
お
い
て
盛
大
な
記
念
大
会
が

催
さ
れ
、
華
国
鋒
主
席
が
記
念
の
講
話
を
行
っ
た
が
、
社
会
科
学
院
に
お
い
て
も
五
月
三
日
か
ら
九
日
ま
で
学
術
討
論
会
を
主
催
し
た
ほ

か
、
当
時
の
関
係
者
を
招
い
て
座
談
会
を
開
催
し
た
。
ま
た
、
〈
五
四
〉
を
契
機
に
成
立
し
た
申
華
全
国
学
生
連
合
会
も
第
十
九
回
代
表

大
会
を
開
い
て
、
こ
れ
を
記
念
し
た
。

　
顧
み
れ
ば
、
〈
五
四
運
動
〉
か
ら
、
　
「
四
つ
の
現
代
化
」
に
よ
る
社
会
主
義
強
国
の
実
現
を
目
指
し
て
「
偉
大
な
歴
史
的
転
換
」
を
決

意
す
る
に
至
っ
た
今
日
ま
で
の
六
十
年
問
、
現
代
申
国
史
途
上
に
は
幾
多
の
変
転
曲
折
が
あ
っ
た
。
〈
五
四
運
動
〉
に
始
ま
る
反
帝
反
封

建
の
運
動
は
、
一
九
一
九
年
十
月
孫
文
に
よ
る
中
華
革
命
党
の
中
国
国
民
党
へ
の
改
組
と
、
一
九
一
＝
年
七
月
の
中
国
共
産
党
の
創
立
に

結
実
し
、
以
来
、
世
界
史
の
一
環
を
な
す
中
国
に
お
け
る
帝
国
主
義
と
民
族
主
義
と
の
矛
盾
を
背
景
に
、
国
共
両
党
の
融
和
と
対
立
、
合

作
と
内
戦
、
す
な
わ
ち
、
一
九
二
四
年
の
第
一
次
合
作
、
二
五
年
の
北
伐
戦
争
、
二
七
年
の
〈
四
・
一
二
〉
ク
ー
デ
タ
ー
、
土
地
革
命
と

推
移
し
、
〈
九
・
一
八
V
さ
ら
に
は
〈
七
・
七
〉
以
降
の
日
本
の
侵
略
に
対
し
て
抗
日
民
族
統
｝
戦
線
を
結
成
し
て
惨
勝
し
、
第
三
次
国

内
戦
争
を
経
過
し
て
一
九
四
九
年
の
中
華
人
民
共
和
国
成
立
に
至
る
い
わ
ゆ
る
「
新
民
主
主
義
」
革
命
段
階
の
三
十
年
間
と
、
そ
れ
以
後

の
社
会
主
義
へ
の
移
行
過
程
、
「
九
五
九
年
の
全
人
代
第
二
回
大
会
に
お
け
る
劉
少
奇
国
家
主
席
就
任
、
中
共
八
期
八
中
全
会
唐
山
会
議
、

六
六
年
以
降
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
大
革
命
の
発
動
、
六
九
年
の
林
彪
を
後
継
者
と
規
定
す
る
中
共
九
全
大
会
、
七
六
年
の
「
四
人
組
」

追
放
と
文
革
終
回
に
よ
る
今
日
ま
で
の
「
社
会
主
義
」
革
命
段
階
の
三
十
年
間
を
経
過
し
て
き
た
。
そ
う
し
て
、
〈
五
四
運
動
V
は
そ
の

道
程
の
節
目
ご
と
に
、
当
面
す
る
政
治
課
題
と
の
関
連
に
お
い
て
回
顧
さ
れ
、
意
義
づ
け
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

「
〈
五
四
運
動
〉
と
億
こ
0
場
合
、
五
・
四
運
動
事
件
を
中
心
に
、
そ
の
前
段
を
な
す
一
九
一
五
年
の
『
青
年
雑
誌
』
皿
『
新
青
年
』
発

卜％



刊
に
始
ま
る
新
文
化
運
動
お
よ
び
「
二
十
一
二
条
」
反
対
以
降
の
大
衆
運
動
と
、
一
九
一
＝
年
の
共
産
党
創
立
に
至
る
後
段
の
展
開
過
程

を
含
む
く
五
四
時
期
運
動
V
を
指
す
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
．
「
民
国
」
の
虚
妄
の
内
に
胚
胎
し
た
新
し
い
覚
醒
が
内
外
の
情
勢
と
結
合
し

て
幾
多
の
局
面
と
内
容
を
産
み
出
し
、
そ
れ
以
前
と
は
全
く
異
っ
た
新
し
い
位
相
を
も
つ
が
故
に
、
現
代
に
お
け
る
歴
史
的
教
訓
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
中
の
な
に
を
教
訓
と
し
、
な
に
を
評
価
す
る
か
と
い
う
時
代
的
選
択
は
、
動
態
的
な
（
革
命
）
運
動

上
の
要
請
に
よ
っ
て
異
な
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
の
事
情
は
〈
五
四
運
動
〉
研
究
史
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
よ
う

に
見
受
け
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

乱
．雷
r
蘇
鎌
継
蠕
慰
撫
聴
診
蕊
響
鑑
蘇
難
簿
勧
鵜
健
鶴

出
て
く
る
評
価
で
あ
る
が
、
〈
五
四
〉
の
後
、
民
主
と
科
学
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
つ
い
て
は
林
彪
・
「
四
人
組
」
支
配
の
一
時
期
を
除
い
て

党
が
一
貫
し
て
継
承
発
展
さ
せ
て
き
た
す
ぐ
れ
た
伝
統
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
だ
が
前
記
「
学
術
討
論
会
」
で
「
社
会
科
学
の
研
究
に
あ

っ
て
は
、
民
主
の
精
神
は
、
ま
ず
平
等
の
態
度
で
自
由
に
討
論
を
行
い
、
す
べ
て
は
た
だ
真
理
に
の
み
従
う
こ
と
を
現
わ
す
と
と
も
に
、

科
学
的
研
究
の
対
象
は
い
か
な
る
制
約
を
も
受
け
つ
け
る
べ
き
で
な
く
：
科
学
に
禁
区
は
な
い
Σ
と
を
示
す
・
回
と
し
・
「
民
主
な

け
れ
ば
科
学
な
し
」
と
強
調
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
歪
曲
が
そ
の
一
時
期
の
み
の
こ
と
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
を
疑
わ
せ
る
。

さ
れ
ば
こ
そ
、
研
究
の
在
り
方
に
お
け
る
新
し
い
段
階
の
到
来
を
強
く
希
求
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
　
「
理
論
と
実
際
を
結
合
さ
せ

る
こ
と
は
、
毛
沢
東
同
志
が
一
貫
し
て
唱
え
、
育
て
て
き
た
学
風
で
あ
る
」
が
、
　
「
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
毛
沢
東
思
想
の
基
本
的

原
理
か
ら
離
れ
れ
ば
、
方
向
を
見
失
な
い
脇
道
に
そ
れ
る
に
違
い
な
い
。
反
対
に
、
も
し
も
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
と
毛
沢
東
思
想

を
永
久
不
変
の
ド
グ
マ
と
し
て
棒
暗
記
す
れ
ば
・
こ
れ
ま
た
い
か
な
る
問
題
も
解
決
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
も
と
の
・
華
国
鋒
講
話
の
一
節

は
、
一
歩
進
ん
で
、
教
条
の
「
神
学
」
的
呪
縛
か
ら
の
解
放
を
も
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
る
。
と
は
い
え
、
こ
れ
は
政
治
的
発
言

で
あ
り
、
今
日
に
お
け
る
現
実
の
〈
五
四
運
動
〉
研
究
が
い
か
な
る
様
相
に
お
い
て
捉
え
ら
れ
る
か
は
、
ま
た
別
の
次
元
に
属
す
る
。
，

　
わ
れ
わ
れ
が
今
日
、
中
国
の
〈
五
四
運
動
〉
研
究
の
状
況
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
の
意
味
は
、
毛
沢
東
の
『
新
民
主
主
義
論
』
を
は
じ
め

と
す
る
著
作
に
よ
っ
て
「
新
民
主
主
義
革
命
」
の
序
幕
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
評
価
さ
れ
、
そ
の
革
命
的
精
神
の
継
承
の
も
と
に
一
連
の
現

代
革
命
の
展
開
が
な
さ
れ
た
事
実
に
対
し
て
　
中
国
の
学
界
が
現
在
、
そ
れ
を
前
提
と
し
な
が
ら
、
〈
五
四
運
動
〉
に
い
か
な
る
検
討
を

卜而



加
え
、
そ
れ
を
通
し
て
総
体
と
し
て
の
「
中
国
現
代
史
」
を
い
か
な
る
志
向
性
に
お
い
て
構
築
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
を
模
索
し
、
今
日

の
「
思
想
解
放
」
運
動
の
内
実
を
問
い
た
い
と
い
う
、
思
想
的
な
関
心
に
あ
る
。
と
す
れ
ば
く
五
四
運
動
V
に
関
し
て
は
さ
し
ず
め
、
史

的
展
開
過
程
に
お
け
る
時
代
の
関
節
ご
と
の
政
治
的
要
請
と
し
て
の
く
五
四
〉
評
価
、
お
よ
び
研
究
史
の
概
略
、
新
段
階
に
お
け
る
研
究

状
況
と
の
比
較
検
討
に
向
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
だ
が
、
国
内
外
の
政
治
的
経
済
的
背
景
、
ロ
シ
ア
十
月
革
命
の
影
響
、
運
動
過

程
、
運
動
論
、
思
想
・
文
学
運
動
、
人
物
評
価
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
問
題
領
域
と
、
ぼ
う
大
な
数
に
の
ぼ
る
論
考
す
べ
て
を
概
括
す
る
能

力
も
余
裕
も
な
い
の
で
、
こ
と
が
ら
は
自
ら
き
わ
め
て
限
定
さ
れ
た
「
五
四
運
動
の
性
質
」
の
検
討
に
終
る
点
を
予
め
お
断
わ
り
し
て
お

き
た
い
。

噛
、
毛
沢
東
の
く
五
四
運
動
V
評
価

　
周
知
の
よ
う
に
毛
沢
東
は
、
△
血
四
V
前
進
文
化
運
動
の
高
ま
り
の
な
か
で
湖
南
に
お
い
て
『
新
民
学
会
』
を
組
織
し
、
そ
の
後
一
九
一
八

年
九
月
か
ら
翌
年
初
め
に
か
け
て
留
仏
身
腺
病
学
運
動
組
織
の
た
め
に
北
京
に
滞
在
中
、
当
時
、
李
大
寺
、
陳
独
秀
を
指
導
者
と
す
る
新

文
化
運
動
の
拠
点
北
京
大
学
の
革
新
的
空
気
に
触
れ
、
〈
五
四
〉
勃
発
の
報
が
伝
わ
る
や
『
湖
南
学
生
連
合
会
』
を
成
立
さ
せ
て
、
こ
れ

に
呼
応
し
て
活
動
し
た
、
い
わ
ば
五
．
四
世
代
の
青
年
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
体
験
を
有
す
る
毛
沢
東
は
、
抗
日
戦
争
の
さ
な
か
の
一
九
三

九
年
五
月
、
〈
津
西
運
動
V
二
＋
周
年
を
記
念
し
て
、
従
来
学
生
運
動
と
し
て
の
み
評
価
さ
れ
て
き
た
く
五
四
V
を
、
広
汎
な
虫
月
遅
べ

藩
蔚
雛
祭
噸
軽
羅
鎚
恥
纏
磐
醐
嚢
糞
婆
蕩
灘
殿
聴
覆
髄
〔
韓
紅

毛
沢
東
は
、
〈
五
四
運
動
〉
が
「
反
帝
反
封
建
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
革
命
の
新
し
い
段
階
へ
の
発
展
を
示
す
」
も
の
と
し
、
「
文
化

革
新
運
動
は
そ
の
一
つ
の
表
現
形
態
で
あ
る
」
と
す
る
と
と
も
に
、
民
主
主
義
運
動
で
最
初
に
目
覚
め
る
の
は
知
識
人
層
で
あ
る
と
認
め

つ
つ
・
〈
五
四
〉
警
の
失
敗
の
経
験
か
知
知
識
人
・
学
生
が
労
癸
衆
と
結
合
す
る
こ
と
の
必
要
性
」
を
強
調
し
た
・

　
翌
四
〇
年
一
月
、
国
民
党
が
反
共
主
義
を
強
め
る
一
方
、
日
本
と
の
和
平
交
渉
が
取
沙
汰
さ
れ
、
具
体
的
に
江
兆
銘
が
投
降
す
る
と
い

う
時
期
に
当
っ
て
・
抗
日
統
一
戦
線
の
一
層
の
強
化
と
、
将
来
の
新
中
国
の
展
望
を
示
す
た
め
、
当
面
の
革
命
を
新
民
主
主
義
革
命
と
規
定

す
る
綱
領
的
文
書
『
新
民
主
主
義
論
』
〔
C
〕
を
発
表
し
、
そ
の
中
で
〈
五
四
運
動
〉
の
性
格
規
定
を
行
い
、
こ
れ
が
以
後
の
定
式
的
な

翫而



評
価
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
四
二
年
二
月
、
延
安
に
お
け
る
整
風
運
動
の
発
動
に
関
し
て
行
っ
た
講
話
の
一
つ
『
党
八
股
に
反
対
し
よ
う
』

〔
D
〕
に
お
い
て
、
五
四
新
文
化
運
動
の
評
価
を
行
い
、
そ
の
成
果
と
欠
陥
を
指
摘
し
た
。

　
以
上
の
諸
論
文
は
行
至
上
不
可
欠
の
も
の
で
あ
る
が
、
〔
A
〕
、
〔
B
〕
論
文
は
同
巧
異
曲
の
も
の
で
あ
り
、
〔
C
〕
に
お
い
て
発
展

的
に
概
括
さ
れ
て
い
る
の
で
、
〔
C
〕
、
〔
D
〕
論
文
を
中
心
に
毛
沢
東
の
論
断
を
み
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
た
だ
し
こ
こ
で
は
人
民
出
版
社
六

｝
年
版
『
毛
沢
東
選
集
』
に
よ
り
、
そ
の
箇
所
を
指
摘
す
る
に
止
め
、
必
要
な
場
合
の
み
最
少
限
の
原
文
を
示
し
て
お
く
。
　
（
傍
点
筆
者
）

　
e
　
〔
C
〕
論
文
『
新
民
主
主
義
論
』

　
①
〈
五
四
運
動
〉
の
歴
史
的
意
義
と
そ
の
性
格
1
〔
二
選
第
二
巻
〕
＝
二
「
四
個
時
期
」
六
九
二
頁
八
行
・
・
④
コ
九
一
九
年
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
運
動
到
一
九
二
一
年
中
国
共
産
党
成
立
。
這
一
時
期
中
以
五
四
運
動
面
主
要
的
標
誌
。
」
～
九
行
。
◎
十
行
・
・
「
五
四
運
動
是
反
帝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

国
主
義
運
動
、
山
猿
反
封
建
運
動
。
五
四
運
動
的
傑
出
的
歴
史
的
意
義
、
在
於
宅
密
着
為
辛
亥
革
命
還
不
曽
有
的
密
雲
、
這
動
産
徹
底
地
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不
妥
協
地
壇
帝
国
主
義
和
…
反
封
建
主
義
。
，
五
四
運
動
所
以
具
有
這
種
性
質
、
是
在
当
時
中
国
的
資
本
主
義
経
済
已
再
進
一
歩
義
甲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

展
、
当
時
中
国
的
革
命
知
識
分
子
眼
見
得
、
俄
、
徳
、
奥
三
大
帝
国
主
義
国
家
己
経
瓦
解
、
英
、
法
両
大
帝
国
主
義
国
家
己
経
受
傷
、
而
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俄
国
無
産
階
級
南
山
建
立
了
社
会
主
義
国
家
、
徳
、
奥
（
国
玉
利
）
、
意
三
国
無
産
階
級
在
革
命
中
、
因
而
発
生
了
中
国
民
族
解
放
的
新
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の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

希
望
。
五
四
運
動
雨
量
当
時
世
界
革
命
点
鼻
之
下
、
是
在
俄
国
革
命
号
召
之
下
、
是
三
下
寧
恩
典
之
下
発
生
的
。
五
四
運
動
是
当
時
無
産
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階
級
世
界
革
命
的
一
部
分
。
五
四
運
動
時
期
錐
然
還
没
有
中
国
共
産
党
、
但
是
已
経
有
了
大
踊
的
賛
成
雨
量
革
命
的
具
有
初
歩
共
産
主
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

思
想
的
知
識
分
子
。
五
四
運
動
、
在
其
開
始
、
是
共
産
主
義
的
知
識
分
子
、
革
命
的
小
資
産
階
級
知
識
分
子
和
資
産
階
級
知
識
分
子
（
他

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

椚
是
当
時
運
動
的
中
的
右
翼
）
三
部
分
人
的
統
一
戦
線
。
官
的
弱
点
、
就
在
只
限
於
知
識
分
子
、
没
有
工
人
農
民
参
加
。
但
発
展
到
六
三

〇
運
動
時
、
就
不
蘭
曲
知
識
分
子
、
而
且
有
広
大
的
無
産
階
級
、
小
資
産
階
級
和
資
産
階
級
参
加
、
成
年
全
国
範
囲
的
革
命
運
動
了
。
～

六
九
三
頁
七
行
。

　
②
新
民
主
主
義
段
階
は
〈
五
四
〉
よ
り
始
ま
り
、
以
前
と
以
後
と
は
全
く
異
な
る
。
そ
れ
は
自
覚
を
も
っ
た
独
立
し
た
階
級
と
し
て

の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
階
級
の
政
治
的
登
場
で
あ
る
。
1
（
五
、
　
「
新
民
主
主
義
的
政
治
」
）
六
六
五
頁
八
行
～
六
六
六
頁
四
行
。

　
③
新
民
主
主
義
文
化
の
規
定
1
（
＝
「
新
民
主
義
的
文
化
」
）
。
④
六
八
八
頁
｛
行
～
八
行
。
◎
そ
の
画
期
は
文
化
上
も
同
じ
一

六
八
九
頁
六
行
～
十
行
。

↑略



　
④
五
四
文
化
革
命
の
性
格
1
（
＝
二
「
四
個
時
期
」
）
六
九
三
頁
七
行
～
「
五
四
運
動
所
進
行
的
文
化
革
命
則
是
徹
底
地
反
対
封
建

文
化
的
運
動
、
自
有
中
国
歴
史
以
来
、
同
製
有
切
這
様
偉
大
而
徹
底
的
文
化
革
命
。
当
時
以
反
対
旧
道
徳
提
唱
新
道
徳
、
反
対
旧
文
学
提

唱
新
文
学
、
為
文
化
革
命
両
大
旗
幟
、
立
下
了
偉
大
的
功
労
。
・
：
・
」
～
六
九
三
頁
十
三
行

　
⑤
中
国
文
化
革
命
の
歴
史
的
特
等
と
そ
の
状
況
一
（
一
二
「
中
国
文
化
革
命
的
歴
史
特
点
」
）
六
八
九
頁
＝
一
行
～
六
九
二
頁
一
行
。

　
⇔
　
〔
D
〕
論
文
『
反
対
党
八
股
』

　
①
　
歴
史
的
に
み
れ
ば
洋
八
股
、
党
八
股
は
五
四
運
動
の
本
来
の
性
質
に
対
す
る
反
動
で
あ
る
。
一
〔
選
集
第
三
巻
〕
八
三
二
頁
二
行

「
・
：
五
四
運
動
時
期
、
一
班
新
人
物
反
対
文
言
文
、
提
唱
白
話
文
、
反
対
旧
教
条
、
提
唱
科
学
和
民
主
、
這
些
都
是
根
対
的
。
早
事
時
、

這
個
運
動
是
生
動
活
濃
的
、
前
進
的
、
革
命
的
。
：
：
這
就
註
説
、
洋
八
股
、
是
五
四
運
動
本
来
性
質
的
反
動
。
」
～
八
三
三
頁
一
行
。

　
②
五
四
運
動
の
欠
陥
の
指
摘
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
妊
形
式
主
義
的
方
法
に
対
す
る
批
判
。
八
三
三
頁
一
行
～
一
六
行
。

二
、
四
九
年
～
七
四
年
の
過
程
に
お
け
る
く
五
四
運
動
V
の
政
治
的
評
価

　
偉
大
な
転
換
点
を
な
し
た
一
九
四
九
年
以
降
の
〈
五
四
運
動
〉
の
政
治
的
意
義
づ
け
、
あ
る
い
は
教
訓
の
在
り
方
を
、
三
十
周
年
、
四

十
周
期
、
文
革
初
期
、
五
十
周
年
、
五
十
五
周
年
な
ど
の
節
目
に
お
い
て
発
表
さ
れ
た
公
的
機
関
の
声
明
、
機
関
紙
誌
の
社
論
な
ど
か
ら

概
観
す
る
。

　
e
　
『
三
十
周
年
』
一
一
九
四
九
年
五
月

　
全
国
解
放
を
目
前
に
控
え
た
一
九
四
九
年
五
月
五
日
、
北
京
解
放
後
は
じ
め
て
唯
一
く
五
四
V
を
記
念
し
て
開
催
さ
れ
た
中
華
全
国
手

並
再
嚢
会
に
お
け
る
雷
人
民
蟹
戦
争
中
の
主
峯
覇
と
今
後
の
基
本
的
任
務
し
と
題
す
皇
弟
志
の
鞠
は
・
人
民
民
主
革

命
の
勝
利
と
大
規
模
に
工
農
業
の
回
復
、
発
展
に
着
手
す
べ
き
時
代
に
当
っ
て
の
「
青
年
の
基
本
的
任
務
は
学
習
で
あ
る
」
と
し
、
第
一

に
「
わ
が
新
中
国
立
国
の
原
理
で
あ
る
新
民
主
主
義
を
学
習
し
、
科
学
と
文
化
を
学
習
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
強
調
し
て
い
る
。
そ
う
し

て
「
毛
沢
東
の
国
家
、
民
族
お
よ
び
人
民
の
利
益
に
忠
実
な
原
則
的
精
神
、
人
民
に
服
務
す
る
革
命
精
神
、
実
事
求
是
の
科
学
的
精
神
を

学
習
」
す
る
と
同
時
に
、
　
「
繁
栄
し
た
富
強
の
新
中
国
を
建
設
す
る
た
め
、
必
ず
一
定
の
文
化
水
準
を
持
ち
、
：
・
必
ず
現
代
の
科
学
的

知
識
の
研
鎭
に
努
力
す
」
べ
き
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
い
る
。
〈
五
四
〉
を
記
念
し
な
が
ら
も
、
そ
の
も
の
へ
の
言
及
は
な
い
。
眼
は
よ
り

一5
5

一



将
来
に
向
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
〈
五
四
〉
の
科
学
精
神
を
意
識
す
る
論
調
で
あ
る
こ
と
は
理
解
さ
れ
る
。

　
⇔
　
『
四
十
周
年
』
一
一
九
五
九
年
五
月

　
人
民
日
報
五
月
四
日
付
而
立
は
、
こ
の
年
三
月
勃
発
し
た
チ
ベ
ッ
ト
反
乱
事
件
を
受
け
て
、
　
「
五
四
時
代
の
人
民
が
夢
に
求
め
た
理
想

は
す
で
に
眼
前
に
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
光
り
輝
く
現
実
に
変
っ
た
が
、
反
帝
の
闘
争
は
ま
だ
終
っ
て
い
な
い
」
と
し
て
、
　
「
全
国
青
年
が
反

帝
の
光
栄
あ
る
伝
統
を
継
承
し
発
展
さ
せ
、
全
国
人
民
が
一
致
団
結
し
て
徹
底
的
に
チ
ベ
ッ
ト
上
層
反
動
派
の
反
乱
を
平
定
し
、
帝
国
主

義
と
印
度
反
動
派
の
わ
が
国
の
内
政
に
対
す
る
干
渉
：
・
を
粉
砕
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
す
る
。
ま
た
五
七
年
の
反
右
派
闘
争
、

五
八
年
の
大
躍
進
失
敗
を
受
け
て
か
、
　
「
今
年
は
第
二
次
五
当
年
計
画
の
第
二
年
で
あ
り
、
苦
戦
三
年
の
決
定
的
意
義
を
も
つ
年
で
あ
る
」

か
ら
、
青
年
が
「
絶
え
ず
革
新
し
学
習
に
努
力
し
、
争
っ
て
社
会
主
義
の
突
撃
手
と
な
る
べ
き
こ
と
」
を
訴
え
、
　
「
青
年
と
く
に
知
識
青

年
が
必
ず
緊
密
に
労
農
大
衆
と
結
合
し
て
、
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
で
自
己
の
思
想
を
武
装
し
、
生
産
闘
争
を
推
進
す
る
こ
と
」
を
、

毛
沢
東
の
『
五
四
運
動
』
〔
A
〕
を
引
用
し
て
強
調
し
、
現
在
旧
知
識
層
の
改
造
が
進
み
、
新
知
識
人
が
育
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
労
働

人
民
と
の
結
合
、
教
育
と
生
産
労
働
と
の
結
合
方
針
の
貫
徹
は
、
長
期
か
つ
困
難
な
課
題
で
あ
る
と
し
、
知
識
人
に
各
様
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア

的
観
点
か
ら
の
徹
底
的
な
決
別
を
迫
っ
て
い
る
・
こ
の
再
論
は
知
識
人
に
厳
し
い
側
面
を
み
噸
反
右
派
闘
争
の
後
遺
症
の
深
さ
を
伺
わ

せ
る
が
、
同
日
の
『
人
民
日
報
』
掲
載
の
郭
沫
若
の
〈
五
四
〉
四
十
周
年
記
念
大
会
に
お
け
る
開
会
の
辞
で
は
、
　
「
社
会
主
義
文
化
を
発

展
さ
せ
、
我
が
国
の
科
学
と
芸
術
を
繁
栄
さ
せ
る
た
め
に
は
、
社
会
主
義
に
服
務
す
る
と
い
う
前
提
の
も
と
で
、
引
き
続
き
”
百
花
斉
放
、

百
家
争
鳴
蚊
の
方
針
を
貫
徹
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
学
術
上
の
自
由
な
論
争
、
異
な
る
学
派
の
対
立
は
、
必
ず
学
術
自
身
の
発
展
を
大
い
に

促
進
す
る
と
信
じ
て
い
る
。
誰
し
も
真
理
は
い
よ
い
よ
弁
ず
れ
ば
ま
す
ま
す
明
ら
か
に
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
五
四
時

代
の
多
く
の
先
駆
者
た
ち
の
あ
の
真
理
探
求
と
真
理
を
堅
持
す
る
精
神
は
学
ぶ
に
値
い
す
る
。
文
学
芸
術
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
」

と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
五
七
年
二
月
の
毛
沢
東
『
正
確
に
人
民
内
部
の
矛
盾
を
処
理
す
る
問
題
に
つ
い
て
』
と
『
党
全
国
に
宣
伝
工

作
会
議
』
に
お
け
る
教
条
主
義
反
対
、
双
百
方
針
の
提
起
の
路
線
に
従
う
も
の
で
あ
る
が
、
再
論
と
の
論
調
の
違
い
は
明
ら
か
で
あ
か
、

複
雑
に
揺
れ
る
政
治
状
勢
を
反
映
し
て
い
る
。

　
自
［
　
『
文
革
初
期
』
一
一
九
六
六
年
～
六
七
年

　
文
革
が
発
動
さ
れ
る
直
前
の
一
九
六
六
年
の
『
青
年
節
』
に
は
機
関
紙
誌
に
お
け
る
く
五
四
運
動
V
へ
の
直
接
の
言
及
は
見
当
ら
な
い
。
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緊
急
の
事
態
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
『
解
放
軍
報
』
五
月
四
日
付
に
は
「
絶
対
に
階
級
闘
争
を
忘
れ
な
い
」
と
題
す
る
社
民
を
掲
げ
、

い
ま
文
化
戦
線
で
展
開
さ
れ
て
い
る
大
論
争
は
、
決
し
て
文
芸
上
、
学
術
上
の
論
争
で
は
な
く
、
先
鋭
的
な
階
級
闘
争
で
あ
り
、
毛
沢
東

思
想
を
守
る
原
則
的
闘
争
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
領
域
で
の
無
産
階
級
と
資
産
階
級
の
闘
争
で
あ
る
と
し
、
〔
C
〕
論
文
③
の
⑳
な
ど
を
引
い

て
、
労
農
兵
が
こ
の
文
化
大
革
命
の
主
力
軍
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
術
的
「
権
威
」
を
打
ち
破
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
『
紅
旗
』

第
六
号
も
同
様
趣
旨
の
『
労
農
兵
大
衆
の
学
術
批
判
へ
の
参
加
は
、
画
期
的
な
で
き
ご
と
で
あ
る
』
と
い
う
評
論
員
論
文
を
掲
げ
て
、
〔
A
〕

論
文
の
「
知
識
人
が
労
農
大
衆
と
結
び
つ
か
な
け
れ
ば
、
な
に
一
つ
な
し
と
げ
ち
れ
な
い
」
と
い
う
論
断
を
も
と
に
呉
瞼
の
『
朔
日
免
官
」

の
批
判
の
深
化
発
展
を
求
め
て
い
る
。
翌
六
七
年
の
『
青
年
節
』
に
は
人
民
日
報
が
「
知
識
青
年
は
労
働
者
、
農
民
と
結
び
つ
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
の
社
倉
を
載
せ
、
　
「
わ
が
国
の
青
年
運
動
史
に
は
二
つ
の
路
線
の
先
鋭
な
闘
争
が
ず
っ
と
存
在
し
て
い
た
。
毛
主
席
に

代
表
さ
れ
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
路
線
は
、
終
始
労
農
大
衆
と
結
び
つ
く
大
方
向
を
堅
持
し
て
き
た
。
」
と
の
べ
、
毛
主
席
の
〔
A
〕
、

〔
B
〕
論
文
は
、
　
「
ほ
か
で
も
な
く
、
こ
の
。
フ
ロ
レ
ダ
リ
ア
革
命
路
線
に
対
す
る
も
っ
と
も
高
度
な
概
括
で
あ
る
。
」
と
し
、
単
独
秀
、

張
国
譲
に
代
表
さ
れ
る
、
青
年
運
動
の
な
か
の
逆
流
に
鋭
い
批
判
を
加
え
、
革
命
的
な
青
年
運
動
に
明
確
な
方
向
を
指
し
示
し
た
毛
沢
東

の
著
作
発
表
後
わ
ず
か
こ
ヵ
月
後
、
赤
貝
奇
が
『
共
産
党
員
の
修
養
を
論
ず
』
（
一
九
三
九
年
八
月
）
を
出
版
し
て
敵
対
し
．
た
と
断
じ
、

標
題
の
主
旨
を
展
開
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
は
、
〔
A
〕
、
〔
B
〕
論
文
の
知
識
人
批
判
が
強
烈
な
機
能
を
果
し
て
い
る
。

　
四
　
『
五
十
周
年
』
一
一
九
六
九
年
五
月

（
　
中
共
党
葬
全
大
会
の
開
催
㍉
『
新
党
規
約
』
に
お
け
る
後
継
者
林
彪
規
定
を
受
け
て
迎
え
た
五
十
周
年
は
、
五
月
四
日
三
紙
誌
共
同
社

論
「
五
四
運
動
五
十
葎
」
が
発
表
さ
れ
た
。
こ
の
論
文
は
〔
A
〕
〔
8
〕
〔
C
〕
論
文
を
今
一
度
改
め
て
学
習
し
、
「
こ
こ
半
世
紀
の
革

命
運
動
の
歴
史
を
振
返
っ
て
み
る
時
、
わ
れ
わ
れ
が
し
み
じ
み
痛
感
す
る
の
は
、
毛
主
席
が
指
し
示
し
た
方
向
こ
そ
青
年
運
動
の
唯
一
の

正
し
い
方
向
だ
と
い
う
ご
と
で
あ
る
。
」
と
の
べ
、
〔
C
〕
論
文
①
の
◎
に
い
う
五
四
運
動
が
「
徹
底
的
に
妥
協
な
く
帝
国
主
義
、
封
建

主
義
に
反
対
す
る
」
運
動
か
ら
毛
主
席
に
代
表
さ
れ
る
中
国
共
産
党
と
毛
沢
東
思
想
を
生
み
出
し
た
こ
と
の
革
命
的
な
意
義
と
、
同
、
〔
C
〕

の
④
に
い
う
五
四
文
化
革
命
の
．
意
義
を
ふ
ま
え
て
、
と
く
に
五
四
の
「
孔
家
店
打
倒
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
評
価
し
、
「
五
四
運
動
以
来
の

闘
争
史
は
、
画
家
店
と
す
べ
て
の
搾
取
階
級
の
思
想
の
砦
を
本
当
に
、
断
固
と
し
て
、
徹
底
的
に
た
た
き
つ
ぶ
し
た
の
は
労
働
者
階
級
と

そ
の
指
導
下
に
あ
る
革
命
隊
列
だ
と
い
う
こ
と
を
、
こ
の
上
も
な
く
は
っ
港
り
と
立
証
し
て
い
る
巴
と
い
い
、
最
初
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
賛
成
し

卜而



て
い
た
知
識
人
の
右
翼
が
い
ち
早
く
裏
切
っ
た
よ
う
に
、
知
識
人
は
動
揺
的
で
あ
り
改
造
以
外
に
な
く
、
労
働
者
階
級
は
文
化
の
各
領
域

を
含
む
上
部
構
造
で
も
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
に
全
面
的
独
裁
を
行
い
、
プ
，
ロ
レ
タ
リ
ア
階
級
の
世
界
観
に
よ
っ
て
世
界
を
改
造
し
、
あ
ら
ゆ

る
搾
取
階
級
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
勝
た
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
し
て
い
る
。
こ
の
傾
向
は
『
五
十
五
周
年
』
の
一
九
七
四
年
に
な
る
と
一
層

強
ま
り
「
〈
五
四
V
の
輝
か
し
い
伝
統
を
も
つ
北
京
大
学
の
労
農
兵
出
身
学
生
は
、
五
四
運
動
五
十
五
周
年
を
前
に
、
〈
五
四
〉
の
反
論

闘
争
の
革
命
的
伝
統
を
発
揚
し
、
〈
批
警
笛
孔
〉
闘
争
を
最
後
ま
で
進
め
る
た
め
の
専
門
講
座
を
組
織
し
た
」
　
（
人
民
日
報
五
月
三
日
付
）

と
報
道
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
『
紅
旗
』
第
五
号
の
「
五
四
時
期
批
孔
闘
争
の
歴
史
的
経
験
」
と
題
す
る
記
念
論
文
は
、
た
と
え
ば
〔
D
〕

論
文
の
②
の
形
式
主
義
批
判
を
引
い
て
、
・
「
こ
の
欠
点
は
、
当
時
多
く
の
人
が
批
孔
闘
争
に
お
い
て
、
歴
史
上
の
階
級
関
係
に
つ
い
て
の

科
学
的
分
析
を
行
い
、
蒼
黒
闘
争
の
階
級
内
容
を
暴
露
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
法
家
の
歴
史
的
進
歩
作
用
や
、

法
家
の
霊
祭
闘
争
の
な
か
で
書
か
れ
た
若
干
の
著
作
に
対
し
て
、
マ
ル
ク
ス
主
義
的
研
究
が
欠
如
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
」
と
ま
で
、
い

う
に
至
る
。
批
劉
が
霊
薬
に
変
っ
た
も
の
の
｝
層
激
し
い
批
孔
n
評
註
の
い
わ
ゆ
る
「
儒
法
闘
争
」
史
的
史
学
革
命
の
只
な
か
に
あ
っ
た

の
で
あ
る
。
毛
沢
東
に
よ
っ
て
〈
五
四
〉
文
化
革
命
の
主
将
と
賞
揚
さ
れ
た
魯
迅
も
、
こ
の
頃
は
反
面
思
想
の
｝
点
で
の
み
評
価
さ
れ
る

（
申
越
・
・
「
論
魯
迅
小
説
的
反
孔
思
想
」
『
学
習
与
批
判
』
七
四
年
第
八
号
）
の
で
あ
る
。

三
、
文
革
前
の
〈
五
四
運
動
〉
研
究

　
以
上
の
時
期
に
対
応
す
る
研
究
状
況
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
こ
の
時
期
の
〈
五
四
運
動
〉
研
究
は
、
　
「
四
十
周
年
」
に
当
っ
た
五
九
年

を
ピ
ー
ク
に
五
七
年
～
六
三
年
の
問
も
っ
と
も
盛
り
あ
が
り
多
数
の
論
文
が
発
表
さ
れ
た
が
、
文
革
中
は
全
く
停
頓
し
た
。
当
時
の
研
究

は
、
大
む
ね
毛
沢
東
の
論
断
一
中
国
の
民
主
革
命
過
程
は
く
五
四
運
動
V
を
指
標
と
し
て
旧
民
主
主
義
革
命
と
新
民
主
主
義
革
命
の
段
階

に
画
期
さ
れ
、
ハ
五
四
運
動
V
は
新
民
主
主
義
革
命
の
範
疇
に
属
す
る
と
と
も
に
そ
の
始
ま
り
と
な
っ
た
一
に
従
っ
て
進
め
ら
れ
た
が
、

個
別
研
究
の
深
化
と
と
も
に
個
々
の
歴
史
的
事
実
に
対
す
る
定
式
の
適
用
、
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
見
解
を
異
す
る
問
題
も
起
っ
た
。
六
一
年

か
ら
六
二
年
に
お
け
る
、
新
民
主
主
義
革
命
の
指
導
階
級
と
さ
れ
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
階
級
（
『
中
国
革
命
と
中
国
共
産
党
』
第
五
節
「
中

国
革
命
の
性
質
」
め
規
定
）
は
、
〈
五
四
V
の
ど
の
時
点
か
ら
即
自
的
な
も
の
か
ら
自
覚
的
で
独
立
し
た
「
対
自
」
的
階
級
に
変
化
し
た

の
か
、
に
つ
い
て
の
論
争
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
が
、
や
が
て
起
っ
た
〈
五
四
運
動
〉
の
性
質
、
指
導
層
の
問
題
を
め
ぐ
る
論
争
は
、
よ
り

翫蛎



典
型
的
な
形
で
現
わ
れ
た
点
で
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
論
争
の
発
端
は
、
朱
務
善
が
、
『
歴
史
研
究
』
六
二
年
第
四
号
に
発

表
し
た
「
五
四
運
動
は
新
民
主
主
義
革
命
か
」
と
題
す
る
論
文
に
お
い
て
、
『
紅
旗
』
六
一
年
第
十
四
号
所
載
の
「
発
展
過
程
に
お
け
る

部
分
的
な
質
的
変
化
を
論
ず
」
と
い
う
呉
江
論
文
を
批
判
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。

　
朱
務
善
は
、
古
墨
論
文
が
、
毛
沢
東
の
『
山
西
・
綬
遠
解
放
地
区
幹
部
会
議
で
の
演
説
』
に
お
け
る
「
新
民
主
主
義
革
命
の
指
導
者
は

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
階
級
と
共
産
党
で
あ
る
」
と
の
規
定
を
指
標
に
、
　
「
五
四
運
動
以
後
、
矛
盾
お
よ
び
矛
盾
相
互
の
変
化
に
よ
っ
て
、
こ
の

革
命
の
指
導
権
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
階
級
と
共
産
党
の
手
に
移
っ
た
。
」
「
こ
れ
に
よ
っ
て
民
主
革
命
の
新
段
階
が
形
成
さ
れ
、
新
し
い

形
式
の
民
主
革
命
段
階
が
形
成
さ
れ
た
」
と
し
て
、
〈
五
四
運
動
〉
を
北
伐
、
土
地
革
命
な
ど
と
同
じ
段
階
に
属
す
る
性
質
の
革
命
と
捉

え
た
こ
と
を
批
判
し
て
「
歴
史
的
歪
曲
で
あ
る
」
と
し
た
。
彼
は
こ
の
場
合
、
毛
沢
東
の
諸
論
文
の
引
用
に
よ
っ
て
成
立
す
る
「
新
民
主

主
義
革
命
」
の
概
念
を
尺
度
と
し
て
、
運
動
過
程
の
実
態
に
照
応
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
事
実
認
識
の
誤
り
を
衝
く
、
と
い
う
方
法
に
よ

り
な
が
ら
、
実
は
体
験
的
事
実
の
正
当
性
を
立
証
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
彼
は
一
九
二
〇
年
三
月
に
発
起
し
た
「
北
京
大
学
馬
克
斯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

学
説
研
究
会
」
の
一
員
と
し
て
、
そ
の
回
想
録
を
も
記
し
た
人
物
で
あ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
と
え
ば
一
九
一
八
年
に
成
立
し
、
五
四
運
動
を
指
導
し

た
と
さ
れ
る
北
京
大
学
「
馬
克
思
主
義
研
究
会
」
は
、
実
は
「
馬
鞭
蘭
留
学
説
研
究
会
」
と
称
し
、
そ
の
参
加
者
は
、
李
大
量
、
高
一
酒

ら
少
数
の
教
授
、
学
生
に
限
ら
れ
、
多
く
の
青
年
の
参
加
も
発
展
も
な
く
、
社
会
の
活
動
に
顕
著
な
作
用
を
も
与
え
な
か
っ
た
の
で
、
当

然
運
動
を
指
導
す
る
力
量
を
持
た
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
を
あ
げ
、
当
時
日
本
の
出
版
物
が
誤
り
伝
え
た
消
息
に
基
づ
く
こ
う
し
た
臆
説
を
科

学
研
究
に
当
っ
て
は
排
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。
ま
た
五
月
四
日
か
ら
六
月
十
一
日
に
至
る
全
国
的
な
大
衆
運
動
の
高
揚
も
、

自
発
的
な
運
動
で
あ
っ
そ
、
事
前
に
な
ん
ら
の
行
動
計
画
も
な
か
っ
た
と
い
い
、
結
局
〈
五
四
運
動
〉
は
旧
形
式
の
革
命
運
動
と
は
異
な

り
、
〔
C
〕
論
文
①
の
ロ
に
い
う
、
十
月
革
命
と
世
界
プ
ロ
レ
ダ
リ
ア
ー
ト
運
動
の
影
響
下
に
、
反
帝
反
封
建
め
旗
幟
を
鮮
明
に
し
た
新

民
主
主
義
的
色
彩
を
帯
び
、
初
歩
的
な
新
民
主
主
義
的
形
式
を
表
わ
し
た
と
い
う
意
味
で
、
新
民
主
主
義
革
命
の
序
幕
と
な
っ
た
の
で
あ

っ
て
、
正
し
く
は
「
新
民
主
主
義
の
開
始
を
な
し
た
」
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
哲
学
的
タ
ー
ム
で
表
現
す
れ
ば
部
分
的
な
質
の
変
化
で
あ

っ
て
、
主
張
さ
れ
る
よ
う
な
全
面
的
な
質
の
変
化
で
は
な
い
。
そ
れ
は
毛
沢
東
も
明
確
に
い
う
「
一
九
二
一
年
の
共
．
産
党
成
立
以
後
」
〔
C
〕

の
こ
と
で
あ
る
と
主
張
し
た
。

　
こ
の
論
文
κ
対
し
て
は
若
干
の
賛
成
も
あ
っ
た
が
多
数
の
批
判
が
寄
せ
ら
れ
た
。
そ
の
代
表
的
な
論
文
が
六
三
年
『
哲
学
研
究
』
第
二

卜而



号
上
に
載
っ
た
林
傑
の
「
朱
鷺
善
同
志
と
五
四
運
動
の
性
質
に
つ
い
て
検
討
す
る
」
と
い
う
論
文
で
あ
る
。
そ
の
主
旨
は
、
〈
五
四
運
動
〉

が
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
階
級
の
指
導
が
な
く
」
　
「
労
働
者
階
級
も
運
動
に
指
導
的
作
用
を
起
さ
な
か
っ
た
し
と
す
る
朱
務
善
の
説
に
対
し
、

「
五
四
運
動
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
階
級
の
指
導
す
る
新
民
主
主
義
革
命
で
あ
る
」
と
主
張
す
る
こ
と
に
あ
る
。
か
れ
は
ま
ず
毛
沢
東
の
示
し

た
「
新
民
主
主
義
革
命
」
の
枠
組
に
よ
っ
て
次
の
四
点
を
あ
げ
て
い
る
。
①
ハ
五
四
V
は
ロ
シ
ア
十
月
革
命
以
後
に
発
生
し
た
事
実
か
ら
、

世
界
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
階
級
革
命
の
一
部
分
で
あ
り
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
階
級
の
指
導
す
る
範
疇
に
入
る
こ
と
。
②
第
一
次
世
界
大
戦
申
に
中

国
資
本
主
義
は
一
段
と
発
展
し
、
労
働
者
数
は
一
九
＝
二
年
の
六
五
万
人
よ
り
一
九
年
に
は
三
百
万
人
近
く
に
達
し
た
。
〈
五
四
運
動
〉

中
、
上
海
、
唐
山
、
長
辛
店
な
ど
の
労
働
者
は
反
帝
闘
争
に
始
め
て
の
政
治
ス
ト
を
も
っ
て
参
加
し
、
か
つ
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義

の
影
響
を
受
け
始
め
て
い
た
事
実
か
ら
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
階
級
は
明
ら
か
に
独
立
し
た
行
動
を
取
り
始
め
、
独
立
し
た
政
治
力
量
を
備
え

て
い
た
と
い
え
る
。
彼
ら
は
初
歩
的
な
共
産
主
義
思
想
を
も
っ
た
知
識
層
を
通
じ
て
自
己
の
政
治
的
主
張
を
提
出
し
、
五
四
運
動
の
方
向

に
決
定
的
作
用
を
及
ぼ
し
た
。
③
当
時
共
産
党
は
な
か
っ
た
が
、
ロ
シ
ア
革
命
に
賛
成
す
る
多
数
の
初
歩
的
共
産
主
義
思
想
を
も
つ
知
識

人
が
存
在
し
、
そ
れ
ら
が
当
時
の
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
階
級
を
代
表
し
て
五
四
運
動
を
指
導
し
た
。
④
「
五
四
運
動
は
徹
底
的
に
妥
協
な
き
反

帝
反
封
建
の
革
命
運
動
で
あ
っ
た
」
　
（
〔
C
〕
①
の
◎
）
。
現
代
の
中
国
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
行
動
を
と
れ
る
の
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

階
級
だ
け
で
あ
り
、
従
っ
て
、
五
四
運
動
は
こ
の
階
級
の
指
導
し
た
も
の
だ
と
い
い
得
る
。
だ
が
朱
務
善
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
階
級
の
指
導

権
を
否
認
し
、
　
「
申
国
の
知
識
人
と
青
年
学
生
が
指
導
し
た
」
と
い
う
が
、
で
は
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
の
階
級
に
属
す
る
の
か
、
彼
の
観
点

で
は
い
ず
れ
の
階
級
に
も
属
さ
ず
超
階
級
的
存
在
の
よ
う
に
思
え
る
と
い
い
、
こ
こ
で
、
朱
務
善
の
根
拠
と
し
た
『
中
国
革
命
と
中
国

共
産
党
』
原
文
の
引
用
の
仕
方
を
と
り
あ
げ
、
自
己
の
論
証
に
不
都
合
な
部
分
を
省
き
、
毛
沢
東
の
結
論
と
正
反
対
の
結
論
を
導
い
た
と

き
め
つ
け
、
毛
沢
東
の
『
新
民
主
主
義
論
』
〔
C
〕
は
、
　
「
十
一
節
」
、
　
「
十
二
節
」
、
　
「
十
三
節
」
の
記
述
か
ら
す
べ
て
「
新
民
主
主

義
革
命
は
〈
五
四
〉
よ
り
始
つ
た
」
と
理
解
さ
れ
う
る
こ
と
を
強
調
す
る
。

　
次
に
、
朱
指
導
の
持
ち
出
し
た
事
実
か
ら
は
彼
の
結
論
を
証
明
で
き
ず
、
結
論
も
正
し
く
事
実
を
概
括
し
た
も
の
で
は
な
い
と
批
判
し
、

彼
の
事
実
研
究
は
、
表
面
的
形
式
的
な
も
の
に
停
っ
て
い
て
本
質
と
内
容
に
深
く
立
ち
到
っ
た
も
の
で
は
な
い
と
し
、
〈
五
四
〉
以
前
に

お
け
る
、
専
大
釧
諸
論
文
の
十
月
革
命
賛
美
と
、
国
内
労
働
者
の
ス
ト
展
開
の
事
実
を
と
り
あ
げ
て
反
証
し
、
歴
史
的
事
実
を
尊
重
す
る

こ
と
は
基
本
的
前
提
な
が
ら
、
客
観
的
事
物
の
本
質
関
係
を
反
映
す
る
事
実
か
ら
出
発
し
て
結
論
づ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
事
物

卜絡



が
旧
物
質
か
ら
新
物
質
へ
転
化
す
る
か
ど
う
か
の
判
断
は
、
全
面
的
な
質
の
変
化
を
生
じ
た
か
ど
う
か
で
は
な
く
、
そ
れ
が
根
本
的
変
化
を

も
た
ら
し
、
あ
る
事
物
の
新
し
い
質
が
主
導
的
地
位
を
占
め
た
か
ど
う
か
に
あ
る
。
旧
民
主
革
命
が
す
べ
て
質
的
変
化
を
起
し
て
後
は
じ

め
て
新
民
主
主
義
革
命
段
階
と
い
え
る
と
い
う
事
務
善
の
「
全
変
」
説
は
機
械
的
な
捉
え
方
で
あ
る
と
し
た
の
で
あ
る
。
事
事
の
以
上
の

観
点
は
、
〔
C
〕
論
文
①
の
◎
の
「
三
つ
の
部
分
か
ら
な
る
統
一
戦
線
」
と
い
う
見
解
を
、
統
一
戦
線
の
場
合
に
お
い
て
も
、
必
ず
主
導

者
が
あ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
は
初
歩
的
共
産
主
義
思
想
を
も
つ
知
識
人
で
あ
る
と
、
発
展
的
に
解
釈
し
た
こ
と
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
こ
の
論
争
に
参
加
し
た
研
究
者
の
多
く
は
、
朱
務
善
論
文
が
結
局
〈
五
四
運
動
〉
は
旧
民
主
主
義
革
命
に
属
す
る
と
主
張
し
た
も
同
然

で
あ
り
、
毛
沢
東
の
科
学
的
論
断
に
違
背
す
る
も
の
だ
と
認
め
て
い
る
。
そ
う
し
て
そ
れ
は
な
に
よ
り
も
彼
の
毛
沢
東
論
文
解
釈
の
観
点

に
問
題
が
あ
る
。
具
体
的
な
事
実
の
提
出
も
全
般
的
把
握
に
欠
け
る
、
つ
ま
り
は
マ
ル
ク
ス
主
義
的
史
観
に
立
脚
し
て
い
な
い
と
い
う
批

判
で
あ
っ
た
が
、
一
面
こ
の
論
争
を
通
じ
て
毛
沢
東
の
「
文
化
革
命
」
　
（
〔
C
〕
の
④
⑤
）
の
規
定
性
の
不
明
確
さ
が
意
識
さ
れ
る
に
至

っ
た
。
こ
の
点
に
関
し
、
孫
思
白
の
一
連
の
論
文
の
う
ち
、
　
「
五
四
文
化
革
命
の
分
期
お
よ
び
そ
の
前
後
期
の
転
化
に
関
す
る
試
論
」
　
（

『
歴
史
研
究
』
六
三
年
第
二
号
）
は
、
独
自
の
見
解
を
示
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
一
定
の
意
義
が
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
そ
れ
は
、
〈
五
四
時
期
〉
を
広
義
と
狭
義
と
に
区
分
し
、
広
義
に
は
｝
九
　
五
年
九
月
の
『
新
青
年
』
創
刊
か
ら
一
九
一
＝
年
九
月
の

中
国
共
産
党
成
立
ま
で
と
し
、
狭
義
に
は
…
九
一
九
年
五
月
四
日
か
ら
六
月
二
八
日
中
国
の
パ
リ
講
和
会
議
で
の
調
印
拒
否
ま
で
と
す
る
。

そ
う
し
て
く
五
四
文
化
革
命
V
は
「
五
・
四
」
を
画
期
と
し
て
前
期
、
後
期
に
分
け
ら
れ
る
と
し
た
上
で
、
〈
五
四
運
動
V
の
性
質
は
広

義
に
は
新
、
旧
民
主
主
義
的
性
質
の
い
ず
れ
を
も
含
む
が
、
狭
義
に
は
新
民
主
主
義
的
性
質
を
も
っ
て
い
る
と
し
、
歴
史
的
事
件
の
性
質

と
時
期
と
の
両
概
念
は
固
定
的
で
は
な
く
、
そ
れ
自
身
、
絶
対
的
一
面
と
相
対
的
一
面
と
が
あ
り
、
両
者
は
一
致
も
す
る
し
区
別
も
あ
る
。

あ
る
性
質
の
歴
史
的
事
件
の
長
い
過
程
に
お
い
て
は
、
若
干
の
個
別
的
時
期
に
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
同
時
に
、
異
な
る
性
質
の
も

の
を
も
包
含
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
主
要
な
観
点
は
ど
の
角
度
か
ら
こ
の
歴
史
過
程
を
分
析
す
る
か
ど
う
か
で
あ
る
、
と
い
い
、
毛
沢
東

の
『
新
民
主
主
義
論
』
（
〔
C
〕
の
④
）
の
論
断
は
、
広
義
の
ハ
五
四
時
期
〉
全
体
の
性
格
内
容
を
指
す
も
の
で
あ
り
、
　
「
徹
底
地
反
対

封
建
文
化
的
運
動
」
の
「
徹
底
」
と
は
、
前
期
に
あ
っ
て
は
「
主
に
貢
献
し
た
の
は
プ
チ
ブ
ル
階
級
の
文
化
代
表
」
で
あ
り
、
後
期
に
あ

っ
て
は
「
マ
ル
ク
ス
主
義
者
の
功
労
で
あ
る
」
と
し
た
。
彼
は
こ
う
し
た
観
点
に
立
っ
て
別
に
「
陳
独
和
前
期
思
想
の
解
剖
」
　
（
『
歴
史

レ↓



教
学
』
六
三
瞬
＋
月
号
）
皇
臼
ミ
さ
ら
に
実
証
的
な
研
究
を
黒
さ
ん
と
し
た
が
、
忽
ち
反
徒
を
持
ち
あ
げ
る
も
の
と
す
る
激
し
い
非

難
を
浴
び
た
。
以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
論
争
は
〈
五
四
運
動
〉
の
性
質
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
一
定
の
学
問
的
深
化
が
あ
っ
た
が
、
一
方

事
実
研
究
は
常
に
教
条
と
の
斉
合
性
を
求
め
ら
れ
、
や
が
て
階
級
的
立
場
、
観
点
、
さ
ら
に
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
感
情
の
有
無
が
論
争
に
持

ち
込
ま
れ
る
に
至
り
、
不
毛
の
結
果
に
陥
っ
た
の
で
あ
る
。

四
、
新
段
階
に
お
け
る
〈
五
四
運
動
〉
研
究

△
．
日
の
く
五
四
運
鱒
研
究
の
新
し
い
趨
勢
を
示
す
鴎
は
、
ま
ず
新
刊
、
再
刊
、
増
補
改
定
を
含
む
多
数
の
資
料
集
の
刊
行
で
あ
る
。

『
五
四
時
期
的
社
団
』
、
『
五
四
愛
国
運
動
…
椹
案
資
料
』
な
ど
の
新
刊
、
『
五
四
運
動
回
憶
録
』
、
『
五
四
愛
国
運
動
』
な
ど
の
増
補
版

『
五
四
運
動
文
選
』
な
ど
の
改
訂
版
、
『
五
四
時
期
期
刊
介
紹
』
な
ど
の
再
版
、
さ
ら
に
は
『
少
年
中
国
』
、
『
官
報
』
な
ど
の
覆
刻
が

続
々
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
で
興
味
深
い
こ
磁
、
た
と
え
ば
『
五
四
時
期
湖
南
人
畢
命
闘
争
史
料
選
編
』
が
正
反
両
面
の
資
料

を
均
し
く
採
録
し
た
と
出
版
説
明
し
て
い
る
よ
う
に
、
客
観
的
な
資
料
落
棚
意
図
し
て
い
る
の
と
、
再
版
な
ど
が
殆
ん
ど
か
つ
て
五
九

年
に
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
新
刊
の
中
に
も
た
と
え
ば
『
李
大
子
伝
』
の
よ
う
に
、
す
で
に
稿
本
が
で
き
な
が
ら
文
革
に
よ
っ
て
出

版
不
能
に
な
っ
た
も
の
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
か
つ
て
中
国
の
学
界
は
資
料
集
の
編
集
出
版
に
意
を
用
い
た
時
代
が
あ
っ
た
が
、
二
十
年

の
空
白
の
後
そ
の
よ
き
伝
統
が
復
活
し
た
と
い
う
べ
き
か
、
研
究
の
基
礎
資
料
の
提
供
に
意
欲
的
で
あ
る
。
『
五
四
運
動
回
憶
録
』
（
上
、

下
、
続
）
は
、
四
九
年
目
五
九
年
号
出
版
さ
れ
た
同
種
の
も
の
に
較
べ
、
収
録
内
容
が
飛
躍
的
に
増
え
、
人
物
回
想
も
新
た
に
任
弼
、
高

富
字
、
趙
紅
炎
、
銭
玄
同
、
方
舟
、
陳
潭
秋
、
王
尽
美
、
王
風
負
に
つ
い
て
な
さ
れ
て
い
る
。
『
同
書
（
続
）
』
に
収
録
さ
れ
た
、
七
九

年
五
月
四
日
開
催
の
『
五
四
時
期
首
同
志
座
談
会
』
も
興
味
あ
る
も
の
で
、
①
〈
五
四
運
動
V
の
性
質
、
運
動
の
主
力
と
形
態
、
②
十
月

革
命
の
影
響
、
中
国
共
産
党
成
立
と
の
関
わ
り
、
③
〈
五
四
時
期
〉
の
思
想
状
況
、
文
化
革
命
の
問
題
、
④
人
物
評
価
な
ど
に
つ
い
て
語

ら
れ
て
い
る
が
、
事
実
認
識
の
差
に
関
し
て
は
、
た
ん
な
る
回
想
に
止
ま
ら
ず
、
論
議
に
及
ん
で
い
る
箇
所
も
あ
る
。
若
干
の
発
言
を
要

約
紹
介
す
る
と
、
都
頴
超
・
・
「
私
が
み
た
若
干
の
資
料
で
は
、
五
四
運
動
は
十
月
革
命
の
影
響
を
受
け
、
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義

の
影
響
を
受
け
た
と
い
っ
て
い
る
。
だ
が
全
く
事
実
に
合
っ
て
い
な
い
。
私
た
ち
の
多
く
は
運
動
に
参
加
し
た
時
十
月
革
命
を
知
っ
て
い

た
が
、
ま
だ
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
を
理
解
し
て
は
い
な
か
っ
た
。
／
あ
の
頃
は
百
家
争
鳴
で
い
ろ
ん
な
思
潮
が
あ
っ
た
。
私
た
ち
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も
無
政
府
主
慧
想
の
影
響
を
受
け
た
も
の
だ
・
β
私
は
五
四
運
動
が
思
墾
・
懇
上
わ
が
党
の
成
妾
塾
す
る
も
の
で
あ
っ
た
・

と
考
え
て
い
る
。
」
許
母
野
・
・
「
当
時
多
く
の
人
は
旧
礼
教
の
打
倒
を
主
張
し
て
い
た
が
、
陳
独
秀
な
ど
は
理
論
と
実
際
と
は
か
け
離

れ
生
活
は
野
放
図
で
あ
っ
た
。
／
五
四
は
実
際
に
は
ま
ず
愛
国
運
動
で
あ
り
、
反
帝
で
あ
り
、
反
軍
閥
で
あ
っ
た
。
」
茅
盾
・
・
「
上
海

に
お
け
る
陳
独
言
は
革
命
家
で
あ
っ
た
と
確
信
し
て
い
る
。
／
五
四
の
功
績
は
思
想
を
解
放
し
た
こ
と
で
あ
る
。
私
自
身
も
そ
う
で
『
新

青
年
』
の
影
響
が
あ
っ
た
が
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
研
究
に
は
廻
り
道
を
し
た
。
そ
の
頃
は
共
産
党
の
指
導
が
な
か
っ
た
の
だ
。
／
盟
秋
白
、

郵
中
夏
ら
は
上
海
大
学
と
そ
の
後
の
一
時
期
に
は
党
の
事
業
に
貢
献
し
た
。
」
、
楊
秀
峰
・
・
「
（
楊
東
続
が
）
五
四
運
動
は
来
る
勢
い
も

激
し
か
っ
た
が
、
退
潮
も
早
か
っ
た
と
い
う
が
、
こ
れ
は
退
潮
で
な
く
、
大
衆
運
動
の
高
ま
り
と
い
う
深
化
発
展
で
あ
る
。
」
唐
鐸
・
・

「
私
は
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
伝
播
は
五
四
の
前
だ
と
考
え
る
。
そ
の
先
駆
は
美
和
森
で
あ
る
。
／
三
十
勤
工
冬
隣
運
動
は
五
四

の
｝
部
分
で
、
共
産
党
成
立
に
組
織
上
理
論
上
の
準
備
を
な
し
た
。
」
胡
愈
之
・
ヒ
・
「
白
話
文
を
改
め
る
に
は
激
し
い
闘
争
が
あ
っ
た
。

こ
れ
は
胡
適
、
三
三
秀
の
貢
献
が
あ
っ
た
。
」

動
矧ﾙ
勃
籍
隷
難
鰍
難
誰
拗
説
瀦
離
郷
薦
㌦
畷
紛
鯉
窮
鐸
計

っ
た
か
ど
う
か
、
参
加
者
の
自
覚
性
は
ど
う
か
、
②
反
帝
反
封
建
の
徹
底
性
の
問
題
は
ど
う
か
に
つ
い
て
、
提
起
さ
れ
て
い
る
。
「

「
e
　
「
五
月
四
日
の
北
京
学
生
の
デ
モ
は
、
多
く
の
参
加
者
の
回
想
と
事
実
か
ら
判
断
し
て
、
完
全
に
自
発
的
な
三
千
名
規
模
の
も
の

で
あ
り
、
厳
密
な
組
織
的
指
導
を
欠
如
し
て
い
た
巴
と
、
か
つ
て
の
朱
務
善
の
主
張
を
肯
定
し
、
　
「
し
か
し
こ
の
少
規
模
の
運
動
の
影
響

は
き
わ
め
て
大
き
く
、
当
時
全
国
い
く
た
の
主
要
都
市
に
波
及
し
た
だ
け
で
な
く
、
少
数
の
学
生
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
な
が
ら
労
働
者
大

衆
の
参
加
に
発
展
し
て
い
き
、
中
国
歴
史
に
一
つ
の
新
時
代
を
画
し
た
。
」
と
述
べ
、
　
「
こ
の
中
国
民
族
．
の
新
し
い
覚
醒
は
反
封
建
思
想

の
新
文
化
運
動
が
先
導
し
た
と
い
う
点
で
、
従
来
の
革
命
と
著
し
い
相
違
が
あ
る
。
五
四
運
動
前
の
数
年
間
に
発
展
し
て
き
た
封
建
思
想

に
反
対
す
る
革
命
は
、
封
建
専
制
主
義
の
思
想
支
配
に
対
し
か
つ
て
な
い
猛
烈
な
攻
撃
を
行
い
、
青
年
は
こ
の
最
も
頑
固
な
陣
地
を
破
壊

し
、
封
建
社
会
が
有
し
て
い
た
絶
対
不
可
侵
の
神
聖
性
す
べ
て
を
失
墜
さ
せ
た
。
長
期
の
専
制
支
配
下
に
あ
・
つ
た
奴
隷
は
は
じ
め
て
自
我

の
目
覚
め
を
得
、
自
己
が
独
立
し
た
人
格
で
あ
り
、
人
問
の
権
利
を
有
す
る
こ
と
を
認
識
し
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
ブ
ル
ジ
、
遭
ア
民
主

主
義
思
想
が
啓
発
し
た
き
わ
め
て
必
要
か
つ
大
な
る
意
義
を
も
つ
も
の
で
あ
り
、
こ
の
覚
醒
な
し
に
は
、
民
族
意
識
と
階
級
的
自
覚
を
も
ち
組

ト絡



織
的
反
抗
を
行
う
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
思
想
的
基
盤
を
も
つ
こ
と
に
よ
っ
て
十
月
革
命
と
第
一
次
世
界
大
戦
の
引

き
起
し
た
世
界
的
な
革
命
思
想
を
受
容
し
、
新
た
な
革
命
行
動
と
大
衆
的
示
威
を
敢
行
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
〈
五
四
運
動
V
は
完
全
に
自

発
的
な
反
抗
運
動
で
あ
っ
た
が
、
同
時
に
そ
れ
は
中
国
人
民
の
自
覚
的
反
抗
の
開
始
で
あ
っ
た
。
」
と
す
る
。
彼
は
従
来
の
「
自
発
的
運
動
」

と
い
う
場
合
の
捉
え
方
と
は
全
く
別
の
角
度
か
ら
捉
え
、
　
「
自
発
性
」
と
は
近
代
的
自
我
の
目
覚
め
の
上
に
始
め
て
賦
与
さ
れ
る
個
人
の

積
極
的
な
行
動
性
で
あ
り
、
封
建
橋
之
対
決
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
た
個
人
の
自
覚
が
よ
り
高
度
に
、
よ
り
階
級
的
に
高
ま
る
こ

と
に
よ
り
、
対
自
的
な
全
体
と
し
て
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
階
級
が
形
成
さ
れ
、
独
立
し
た
政
治
行
動
が
発
揮
さ
れ
る
と
考
え
て
お
り
、
半
世

紀
余
の
く
四
五
運
動
V
”
天
安
門
事
件
に
至
る
大
衆
運
動
は
「
個
人
に
お
け
る
絶
え
ざ
る
意
識
の
高
ま
り
と
、
高
い
意
識
を
も
っ
た
大
衆

の
絶
え
ざ
る
増
加
の
過
程
」
で
あ
っ
た
と
総
括
す
る
、
大
胆
な
考
え
方
を
表
明
し
て
い
る
。

　
ω
　
　
「
わ
れ
わ
れ
は
毛
沢
東
の
『
新
民
主
主
義
論
」
〔
C
〕
の
記
述
を
根
拠
に
、
〈
五
四
運
動
V
と
く
五
四
文
化
革
命
V
は
徹
底
し
た

反
帝
反
封
建
的
革
命
運
動
（
①
の
◎
お
よ
び
④
）
と
み
な
し
て
き
た
が
、
こ
の
『
徹
底
地
』
と
い
う
表
現
に
つ
い
て
、
往
々
五
四
運
動
が

封
建
性
反
対
に
お
い
て
、
き
わ
め
て
徹
底
し
て
い
る
と
理
解
し
て
き
た
が
、
こ
れ
は
は
な
は
だ
結
論
に
反
し
形
式
主
義
に
陥
っ
た
解
釈
で

あ
り
、
事
実
上
全
面
的
な
理
解
と
は
い
え
な
い
。
毛
沢
東
の
用
い
た
「
徹
底
」
の
語
は
、
『
不
妥
協
』
、
『
堅
決
』
と
同
義
で
あ
る
。
決

し
て
当
時
す
で
に
封
建
思
想
が
除
去
さ
れ
た
と
述
べ
て
い
る
の
で
は
な
い
」
。
そ
の
例
証
と
し
て
「
『
青
年
運
動
の
方
向
』
〔
B
〕
の
中

で
『
五
四
運
動
は
．
・
・
失
敗
し
て
し
ま
い
、
中
国
は
あ
い
変
ら
ず
帝
国
主
義
、
封
建
主
義
の
支
配
の
も
と
に
お
か
れ
た
』
と
い
っ
て
切

る
。
前
記
〔
C
〕
論
文
の
評
価
は
、
当
時
帝
国
主
義
と
封
建
主
義
に
対
し
て
決
然
た
る
反
対
の
態
度
を
と
っ
た
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
で

あ
っ
て
、
反
帝
反
封
建
運
動
の
到
達
し
た
程
度
を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
」
　
「
五
四
運
動
が
伝
統
的
な
封
建
思
想
文
化
に
と
り
わ
け

き
っ
ぱ
り
し
た
猛
烈
な
攻
撃
を
加
え
た
の
は
、
確
か
に
あ
る
種
の
徹
底
し
た
革
命
精
神
の
現
わ
れ
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
武
器
は
当
時
中
国
で

は
反
封
建
作
用
に
有
効
性
を
も
つ
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
思
想
で
あ
っ
た
。
だ
が
資
本
主
義
の
思
想
と
制
度
は
世
界
的
に
は
す
で
に
反
動
、

腐
朽
し
た
旧
い
事
物
で
あ
り
、
加
う
る
に
中
国
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
は
政
治
、
経
済
的
に
き
わ
め
て
軟
弱
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
の
革
命
的

な
力
は
大
き
な
限
定
を
受
け
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
く
五
四
〉
の
反
封
建
思
想
文
化
闘
争
を
規
定
し
、
広
さ
に
お
い
て
も
深
さ
に

お
い
て
も
き
わ
め
て
不
徹
底
な
も
の
に
し
た
。
」
　
「
新
文
化
運
動
の
提
唱
者
が
五
四
運
動
前
後
に
急
速
に
分
化
し
、
一
定
の
成
果
を
あ
げ

た
｝
時
期
の
戦
闘
力
を
失
っ
て
マ
ル
ク
ス
主
義
に
そ
の
地
位
を
譲
っ
た
。
そ
う
し
て
思
想
界
の
新
文
化
運
動
は
共
産
党
の
指
導
す
る
新
民

↑而



主
主
義
革
命
に
発
展
し
た
。
こ
の
発
展
は
国
内
の
政
治
闘
争
の
情
勢
を
変
え
、
思
想
文
化
領
域
の
革
命
を
暫
く
次
要
の
地
位
に
退
か
せ
て

し
ま
っ
た
。
ま
さ
に
そ
れ
が
後
に
毛
沢
東
が
『
党
八
股
に
反
対
し
よ
う
』
に
お
い
て
、
封
建
主
義
的
な
旧
懐
股
、
旧
教
条
に
反
対
す
る
闘

い
は
『
五
四
運
動
の
時
期
に
は
ま
だ
発
端
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
全
国
人
民
を
旧
八
股
、
旧
教
条
主
義
の
支
配
か
ら
完
全
に
離
脱
さ
せ
る
た

め
に
は
、
ま
だ
大
き
な
気
力
を
費
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
や
は
り
今
後
の
革
命
的
改
造
途
上
に
お
け
る
一
大
工
事
で
あ
る
』
と
述
べ
た
理

由
で
あ
る
。
」
と
い
う
。
こ
こ
に
至
っ
て
黎
樹
の
い
う
意
味
が
明
確
に
な
っ
て
く
る
。
つ
ま
り
帝
国
主
義
と
封
建
支
配
の
社
会
的
基
礎
は

消
滅
し
て
社
会
主
義
社
会
に
な
っ
た
が
、
林
彪
「
四
人
組
」
に
撹
乱
さ
れ
た
こ
と
で
も
分
る
よ
う
に
現
在
は
未
だ
個
々
人
の
う
ち
に
封
建

的
思
想
、
意
識
が
残
存
し
、
依
然
そ
れ
か
ら
離
脱
で
き
ず
、
社
会
主
義
の
前
進
に
大
き
な
栓
桔
と
な
っ
て
い
る
現
実
を
指
摘
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
　
「
わ
れ
わ
れ
は
意
識
形
態
の
領
域
に
お
い
て
封
建
的
伝
統
に
対
す
る
批
判
が
く
五
四
V
以
来
不
徹
底
で
あ
っ
た
こ
と
を
認
識
す

べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
率
直
に
い
っ
て
彼
の
〈
五
四
〉
評
価
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
近
代
主
義
に
よ
る
果
敢
な
反
封
建
闘
争
と

そ
の
成
果
を
重
視
す
る
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
ま
た
そ
れ
が
不
徹
底
で
あ
っ
た
こ
と
に
欠
点
を
見
出
す
の
で
あ
る
。
確
か
に
そ
れ
は
只
今

の
現
実
が
提
起
す
る
歴
史
的
課
題
を
解
決
す
る
上
で
の
教
訓
、
評
価
で
は
あ
る
が
、
中
国
の
お
か
れ
た
く
五
四
運
動
〉
を
含
む
現
代
史
過

程
の
史
的
分
析
に
お
い
て
は
、
圧
倒
的
多
数
の
お
く
れ
た
農
民
が
か
え
っ
て
革
命
的
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
る
事
実
に
対
し
て
、
近
代
的
自

我
の
覚
醒
と
い
う
観
点
だ
け
で
は
、
そ
の
客
観
的
真
実
に
は
迫
り
得
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
過
去
の
く
五
四
運
動
V
の
主
流
的
研
究

が
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
階
級
の
「
対
自
性
」
の
立
証
を
求
め
る
余
り
に
人
民
闘
争
の
事
実
を
誇
大
に
理
念
化
し
て
評
価
し
た
の
と
、
そ
れ
は
同

一
の
別
の
側
面
で
あ
る
。
も
と
も
と
西
欧
的
近
代
の
概
念
と
は
非
相
同
的
な
申
国
に
お
い
て
こ
そ
毛
沢
東
理
論
は
成
立
し
た
の
で
あ
る
か

ら
、
近
代
的
「
範
型
」
の
適
用
に
は
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
一
方
、
黎
樹
が
従
来
の
教
条
的
解
釈
と
は
異
な
る
角
度
か
ら
新
し
い

解
釈
を
試
み
た
こ
と
は
、
あ
た
か
も
清
末
の
革
新
思
想
が
康
有
為
の
経
典
の
新
解
釈
よ
り
発
し
て
徐
々
に
相
対
的
独
立
性
を
獲
得
し
て
い

っ
た
と
同
様
の
事
態
が
予
想
さ
れ
る
。
今
日
の
〈
五
四
〉
研
究
状
況
を
黎
樹
の
論
調
と
傾
向
の
み
か
ら
判
断
す
る
こ
と
は
危
険
か
も
知
れ

な
い
が
、
管
見
の
論
文
は
多
く
五
四
文
化
革
新
運
動
と
「
反
封
建
思
想
」
あ
る
い
は
「
民
主
と
科
学
」
の
問
題
、
つ
ま
り
孫
思
白
論
文
の

区
分
に
従
え
ば
、
五
四
前
期
の
「
プ
チ
ブ
ル
階
級
の
文
化
代
表
」
の
指
導
し
た
時
期
に
集
中
し
て
い
る
。
黎
樹
の
提
起
は
こ
う
し
た
個
別

的
実
証
研
究
に
よ
っ
て
よ
り
深
化
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

卜絡



註

・
釈

①
③
『
人
民
日
報
」
七
九
年
五
月
七
日
付
置
揚
「
三
次
偉
大
的
思
想
解
放
運
動
」
1
中
国
科
学
院
主
催
五
四
運
動
六
十
周
年
記
念
学
術
討

　
論
会
報
告
。

②
④
『
人
民
日
報
』
七
九
年
五
月
一
四
日
付
、
前
記
討
論
会
記
事
、
「
把
思
想
解
放
運
動
継
続
推
向
前
進
」

⑤
『
人
民
日
報
』
七
九
年
五
月
四
日
目
、
華
国
鋒
「
在
記
念
五
四
運
動
六
十
周
年
大
会
上
的
講
話
」
。

⑥
⑦
『
毛
沢
東
選
集
第
二
巻
』
六
一
年
人
民
出
版
社
刊
、
五
四
五
頁
一
五
四
七
頁
、
五
四
九
頁
一
五
五
七
頁
。

⑧
北
三
社
刊
『
毛
沢
東
三
六
』
〈
五
四
運
動
V
に
は
「
辛
亥
革
命
与
五
四
運
動
的
失
敗
、
盆
暮
這
箇
原
因
」
と
あ
る
に
よ
る
。

⑨
『
新
中
国
資
料
集
成
　
第
二
巻
』
日
本
国
際
問
題
研
究
所
編
　
昭
三
九
年
、
五
〇
七
頁

⑩
五
七
年
一
月
毛
沢
東
の
「
省
・
市
・
自
治
区
党
委
員
会
書
記
会
議
に
お
け
る
講
話
」
　
（
毛
選
五
巻
、
外
文
出
版
社
七
七
年
版
、
五
一
六

　
頁
以
下
）
で
は
知
識
人
に
厳
し
い
評
価
を
し
て
い
る
。
こ
れ
に
依
っ
た
も
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑪
『
五
四
時
期
的
社
団
に
』
（
三
聯
書
店
七
九
年
四
月
刊
）
二
九
三
頁
～
二
九
六
頁
参
照

⑫
李
星
「
試
論
五
四
運
動
的
革
命
性
質
」
　
（
『
学
術
月
刊
』
六
三
年
五
号
）
陶
凱
「
対
五
四
運
動
革
命
性
質
的
探
討
」
　
（
『
江
漢
学
報
』

　
六
三
年
五
号
）
、
李
竜
牧
「
関
於
五
四
運
動
（
『
歴
史
研
究
』
六
三
年
三
号
）
、
路
面
銘
他
「
為
什
磨
説
五
四
運
動
会
新
民
主
主
義
革

　
命
的
開
始
」
　
（
『
歴
史
研
究
』
六
三
年
二
号
）
他
。

⑬
劉
伝
珍
他
「
不
容
歪
曲
”
五
四
賦
論
文
化
合
動
的
歴
史
」
　
（
『
文
史
哲
』
六
五
年
二
号
）
導
流
「
不
応
手
捧
陳
斉
整
」
　
（
『
文
史
哲
』

　
六
五
年
二
号
）
。

⑭
張
允
侯
他
編
、
三
聯
書
店
七
九
年
四
月
刊
。
こ
の
本
も
す
で
に
紙
型
と
な
っ
た
ま
ま
十
数
年
放
置
さ
れ
た
。

⑮
中
国
社
会
科
学
院
近
代
研
究
所
他
編
、
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
『
中
華
民
国
史
楢
案
資
料
叢
刊
』
の
一
部
、
八
○
年
二
月
置
。

⑯
湖
南
革
命
史
科
選
輯
の
一
部
、
湖
南
人
民
出
版
社
　
七
九
年
八
月
号
。

⑰
『
李
大
釧
伝
』
編
写
組
人
民
出
版
社
（
七
九
年
間
月
刊
）
の
編
集
後
記
参
照
の
こ
と
。

⑱
中
国
社
会
科
学
院
近
代
研
究
所
編
　
中
国
社
会
科
学
出
版
社
（
七
九
年
一
月
刊
）
一
頁
～
二
二
頁

卜略



⑲
女
史
は
四
九
年
六
月
出
版
の
『
”
五
四
“
三
十
周
忌
記
念
専
輯
』
（
同
委
員
会
編
新
華
書
店
）
収
録
の
「
五
四
」
運
動
町
回
憶
で
同
様

　
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
毛
沢
東
自
身
も
相
当
の
影
響
を
受
け
た
と
語
っ
て
い
る
。
〔
エ
ド
ガ
ー
・
ス
ノ
ー
『
中
国
の
赤
い
星
』

　
（
筑
摩
昭
四
七
年
版
、
著
作
集
二
）
一
〇
三
頁
〕
。

⑳
『
近
代
史
研
究
』
O
（
中
国
社
会
科
学
出
版
社
七
九
年
十
月
刊
）
四
四
～
五
七
頁
、
そ
の
三
　
中
西
文
化
問
題
、
四
知
識
分
子
的
道
路
に

　
つ
い
て
は
省
略
。
な
お
こ
の
討
論
会
の
報
告
集
は
禾
着
に
つ
き
未
見
。

（
附
記
）
本
稿
校
正
中
、
註
⑳
に
記
す
報
告
集
（
中
国
社
会
科
学
出
版
社
刊
、
紀
念
五
四
運
動
六
十
周
年
学
術
討
論
会
論
文
選
（
一
）
、

（
二
）
、
　
（
三
）
）
を
披
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
言
及
の
余
裕
が
な
い
の
で
別
の
機
会
に
譲
り
た
い
。

卜絡

町
　
田

辺
土
名

小
　
宮

大
　
塚

近
　
藤

執
筆
者
紹
介

三
朝

博則

郎邦厚久之

九
州
大
学
文
学
部

活
水
女
子
短
期
大
学

九
州
大
学
大
学
院

山
口
大
学
教
育
学
部

九
州
大
学
文
学
部


